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北彊 3，500キロ・ツーリングの旅1997年（夏）  

鷹谷光一郎  

一解 説一  

新璧ウイグル自治区は中国総面積の6分の1、国境はモンゴル、ロシア、  

カザフスタン、キリギスタン、タジクスタン、パキスタン、アフガニス  

タン、インドの8ケ国に接し、国境線は5，000キロ余、そのため山岳地  

形は首都ウルムチからみて、東北にアルタイ山脈、酉に天山山脈、バミー  

ル高原、西南にカラコルム山脈、南にチベット高原、コンロン山脈と我々  

にとっては憧れの地域でもある。  

また、新車は多民族の国で、人工1，500万人。民族はウイグル族、漠  

族、カザフ族、回族、蒙古族、キルギス族、シーボ族、タジク族、ウズ  

ベク族、タタール族、ダフール族、満族、ロシア族の13民族からなって  

おり、最も多いのがウイグル族の600万人、続いて湊族の450万人であ  

る。従って、生活習慣、食生活、宗教も様々で、特に宗教と政治の問題  

で民族抗争の絶えない地である。  

歴史的には前漢（紀元前100年）の武帝が支配して以来、50～100年  

毎に支配者が交代し、今世紀まで戦乱が続いているのが現実で、ここに  

中国を見たという感である。  

一紀 行－  

グループの隊長は川上隆（JAC会員、防大山岳会頭問 72才）。  

1981年のコングール峰遠征時より新宅登山協会と親交があり、今回の  

企画も協会との－－・年に亘る交渉で許可を得た。艮尾悌夫（JAC、慈恵会  

医大山玩会 67才）、浜野義三（フリーー fi7才）、竹田寛次（JAC、  

早大山岳会 f川才）、奈良原町子（JAC、早大山信念 57才）、福島  

兆子（フリーー  57才）、そして私。平均年令63才のチームである。  

l三l帆はアルタイ山脈の最北部にプルテン何の源流を形成する恰拉斯  

（ハラス）氷河を見る事と、国境のl．山々を見聞しようというのである。  
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ロシア   

8月17日 関空、北京と乗り継いで北京時間18  

時40分にはウルムチ空港に到着し、新弓喜登山協会  

の副会長アルスラン氏（全行程同行）らに迎えら  

れた。   

翌8月18日よりいよいよ出発である。私たちは  

トヨタのランド・クルーザー2台に分乗して、先  

ずはクルバントグト砂漠の縦断にとりかかった。   

砂漠はアスファルト舗装されているところが多  

いが、地図には記載されていないルートもできて  

いた。地平線に向かってどこまでも真っ直ぐに伸  

びた道、乾いた大地に所々に生える草木、緩やか  

にうねる丘陵、砂礫は褐色、赤色、緑色、白色、  

オレンジ色と変化する。とにかく広い、大きいっ  

私たちは砂漠のオアシスにできた町、フーエンア  

ルタイを経由して北上を続けた。  

8月21日、我々は待望の崎納斯（ハナス）自然  

保護はに入ることになったひ   

アルタイを出発して約1時間て仁、ハナス自然保  

護は′＼の人りl了」、プルテンに到．軋一 新摘発山協会  

のアラスラン民らが保護区の立人りとプルテン何  

の源流にあるハラス氷河踏査の許・中確聞のため公  

安におもむいたところ、この企画を提案した新彊  

登山協会も当事者である私たちも大きな誤算をし  

ていることを知らされたのである。即ち、目的と  

する氷河は保蕃区内の基地であるハナスより騎馬  

隊でも片道3日は要するというのである。しかも、  

ハナス原生林は地元のモンゴル民族やカザフ民族  

の放牧のための踏み跡が一部にあるのみで、調査  

に入った隊も殆どないとの事であった。従って、  

私たちが騎馬隊を編成したとしても熟練度から推  

しても、往復10日間はかかると予軌され、当初の  

計画は断念せぎるを得なくなったのである。   

それにしても、情報の極めて少ない地域への進  

入が如何に難しいかを再認識させられたのであっ  

た、，   

私たちは気をとり直し、プルテンを11時に出発、  

北方140キロメートルに位置するハナス自然保帯  

区に向かった。市街を出ると間もなく、エルチス  

河にかかったシアウホ大橋を渡る－】この河は新彊  

第二の人河と言われ、全長2，9（i9キロメーーートル、  

アルタイ山脈西面から西北に流出し、遠く北極偏  

に注ぐのであるr）ランド・クル・一一ザーー・・は草原に縦  

俄無尽にできた轍（わだち）を．もうもうと砂塵   
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を上げながら快調に北上、追いつ追われつのラリーー  

を楽しんだ′一 山塊が近づき、山崎の入口に設けら  

れた検問所（高度ボニiOメートル）を12時に通過し、  

間もなく今にも崩れそうな大小様々な岩石の棲み  

上がった百楼のような【1t道が続き、更に葛折りを  

登り切ると、そこは目を見張るようなハリュタァ  

ン夏牧場であった。海抜1，300メートル～1，800  

メートルの広大な高原は草原からなっており、あ  

ちこちに遊牧民のパオ（包）が点々とし、牛や馬、  

羊、ラクダが放牧されている。私たちは高原を走  

り、山を越え、道を間違えながらも午後3時には  

ハナスに入るプララアハン橋を渡り、午後3時∠10  

分にはハナス自然保讃区の基地、ハナス（海抜  

1，380メーートル）に到着した 

ハナス自然保茸区は北にロシア、東にモンゴル、  

西にカザフスタンの国境に接し、いわばトライア  

ングル地帯である。中央にハナス湖、北東の方位  

にハナス山（3，494メートル）そしてアルタイ山  

脈の鼠西北部に位置する国境に最高峰、友誼（イ  

ユイ）峰4，374メートルがある。資料によれば、  

イユイ峰を中心、とする山域の高度3，500メートル  

からl二部は夏も氷′雪に覆われ、谷筋には圏谷（カー  

ル）氷河が発達し、当初、私たちが目指していた  

ハラス氷河は北緯ご19度7分南緯87度ノ17分にあり、  

雪線高度3，200メー一トル、氷河末端高度2，416メーー  

トル、長さ10キロメーートル余、新唱の多くの氷河  

の中では最も低所まで流出している氷河とあった。  

私たちが着いたハナス招待所は2ケ所に分かれて  

おり、上郡のエリアに逗留することになった。   

入口より正面の従業員宿舎まで約300メ←トル、  

左側に建築したばかりの二階建バンガロー2棟、  

その奥にメインの招待宿泊所があり、右側はなだ  

らかな牧草地となっている。この90，000～  

120，000平方メートルはあろうかと思われるハナ  

ス上部エリアの基地は、湖面より30メートル程の  

高台になっており、非常に落ち着きのある環境で  

ある。収容人数はメインの招待宿泊所が約25名、  

バンガローは約10名位で、従業員は約15名が常駐  

している様子であった。尚、下部エリアは徒歩5  

分の位置にあり、パオ、テント、簡易宿泊施設な  

どで50名～70名は宿泊できるよ  

うになっていた。   

ハナス自然イ呆謹区略図  

8月22日 ハナス潮最奥部を  

せめて船上からでも視察したい  

という私たちの希望が聞き入れ  

られた。桟橋より15名乗りの焼  

玉エンジンの漁船で午前10時50  

分出発、往復可能（燃料の都合  

による）な最奥部に午後12時20  

分に到着、そこからは国境稜椀  

の山々は遥か遠く、念願のハラ  

ス氷河を見ること‡まできなかっ  

た。しかし、おりしも夏［葉のシー  

ズン、両岸の原生林はポプラ、  

白樺を中心とする赤、育、黄と  

見事な紅葉を楽しみながら引き  

返して桟橋に到着したのiま午後  

1時50分であった。   

ハナス湖はモンゴル語で、美  

しく神秘的な湖の意味である。  

湖面は海抜1，374メートルの高  

所にあり、半月の形で、長さ  

2ノ1．5キロメートル、幅1．6～2．9  

キロメーートル、面積45．7平方キ  

ロメートルでハナス自然保讃区  

の総面積5，584平カキロメーーート  

ルの8パーセントを占めている．，  

鼠も深いことろはl錮．∠1メー‥ト  

ルあり、中国で－・番深い高山の  

湖である，   

干二＝ゝ、 

ゝ  

エルチ呵  
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ゴル遊牧民の協力もあって壁画を発見することが  

できた。彼等の説明によると3世紀頃、モンゴル  

民族が自由にこの他に出入りしている頃に書き残  

したものと伝えられてきたと言うコ   

午後、私たちはプララァハン橋の近くに部落を  

追っている図互人の住居を見学し、彼等の風習に  

よる接待を受け、そのもてなしに感激した。  

8月24日 ハラス氷河の踏査は断念したものの、  

周辺の素晴らしい景色と神秘に満ちたハナス湖、  

そして地元の暖かい人情に触れることによって十  

分な満足を得て、ハナス自然保護区を後にしたの  

であった。  

8月25日 ジュンガル盆地西部の砂漠を南下し  

てウルムチに帰る途中は埋蔵量豊富なカラスイ油  

田地帯である。行けども行けども油田の掘削機塔  

と汲み上げポンプの密集地帯であった。  

8月26日 当初の目的を達成できなかった私た  

ちはその無念な気持ちをボゴタ峰（5，445メート  

ル）に連なる東部天山山脈の天格ホ山（テングル  

山 4，582メートル）にある第一号氷河にぶつけ  

ることとなった。   

ウルムチからわずか126キロだが、入山には許  

可が必要であった。氷河の水が流れる川沿いに急  

峻な山道が続いている。私たちのランド・クルー  

ザーは軽快に走行し、4時間程で3，800メートルの  

検問所に到着。前夜からの雨が雪化粧となり、峠  

へ向かうモレーン帯を歩くこと30分、我々は眼前  

に第一号氷河に触れることができた。  

8月27日以降はシルクロード遺跡の見物をし、  

全走行距離3，500キロの旅は終わった。  

ハナス湖は古代より氷河の溶ける水が谷にたま  

ることによって形成され、閉りの雪山、原生林及  

び雲は、まるで絵をはめ込んだ屏風のような風景  

であるぅ 種々の高l力植物群落は、成長区分がはっ  

きりしており、いろいろな色彩が入り乱れている。  

存の咲き乱れる花景色、冬のなまめかしく美しい  

雪景色は見る術もないが、雲霧がまつわり、満山  

紅色の景色は太陽の光によって湖面に幻のように  

赤、水色、緑、白の色彩に変化し、その風情は私  

たちの脳裏に深く焼き付けられたのである。   

ハナス自然保茸区内は森と草原が互い違いになっ  

ており、川と湖が多く、資料によると現在確認さ  

れている植物は、789種類（珍種30種を含む）、  

爬虫類動物39種、鳥類117種、魚類8種で、その  

中には、国家一椒保護動物5種類、二級保護動物  

13種類、その他の希有動物9種類が含まれており、  

自然保護、科学的考察に価値のある地区であると  

されている。また、ハナス湖周辺にはモンゴル民  

族及びカザフ民族などの人々が住んでおり、彼等  

は独特の風俗習慣を持っている。そして中国では  

ただ一つのモンゴル民族系図互人（トワ人）の居  

住地でもある。   

午後4時、国境稜線を遠望しようと対岸にある  

展望台、カラキルク峰（2，050メートル）まで騎  

馬にて出発、3時間かけて展望台に着いた。70キ  

ロメートルはあろうか遥か遠く正面にハナス山、  

東にイユイ峰などの山容を望むも霞がかかって判  

然としない。復路は順調に下り、全員が招待所に  

帰着したのは午後9時、往復5時間有余の乗馬で全  

員惟件の半日であった。  

8月23日 図互人馬方からの情報として、湖畔  

の断崖上の岩石に壁画があると聞き、基地より往  

路約1時間半のトレッキングに出発、現地のモン  

走行距♯加  

150（Z70）   

510（610）   

Z30（350）   

310（310）  

390（490）   

340（340）   

380（380）  

186（336）  

－ （ZOO）  

186（Z36）  

ル ー ト  

ウルムチ→ジムサル（北庭故城、千仏堂他）  

ジムサノレ→フウーエン（カラムリ野生馬保離区）  

フウーエン→アルタイ（突蕨古墳他）  

アルタイ→プルテン→ハナス  

ハナス自然保護区  

ハナス→プルテンカラマイ（ウルホ魔鬼欄）  

カラマイ→アトウピ→ウルムチ  

ウルムチ；＝第一氷河  

ウルムチ→トルファン（交河故城、火焔山他）  

トルファン（高畠故城、アスターナ古墳他）  

トルファン→ウルムチ（文丁湖他）  

ウルムチ  

月日   

8月18日  

19日  

20日  

Zl日  

2Z－23日  

Z4日  

25日  

26日  

Z7日  

Z8日  

29日  

30日  

計 Z，68Z（3，5ZZ）  

但し、（）は区間距＃に実井走行距＃を加えたものである．  

※次号に27日以降のトルファン紀行を掲載する予定です。（編集より）  
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MexicoIztaccihuatr山行  三木孝史  

■メキシコ中央高原には火山が多数存在している。いずれも2000mの高原に乗った古土山のよ  

うなもので、難度こそ低いが標高は5700mを越えるものもある。   

メキシコはパス網が発達しており、アプローチは至極簡単。時間はないが標高を求める安直サ  

ラリーマン山屋には手頃な地域で、中にはアコンカグア遠征の直前高度順化に訪れるものも多い。   

昨年9月それらの一つ、イスタシワトルに立ち寄ってきたので報告する。  

■今回の山行は出発約1ヶ月前、突然思い付いた。   

そもそも下田とメキシコに行ってカリビアンリゾートで遊ばうという超軟弱な話しにまとまっ  

ていたのだが、せっかくだからどこかの火山に行こうということになり、イスタシワトル  

■社会人になってからの海外山行記録をWWWのホームページの形にまとめました。   

http：／／www．geocities．co．jp／Co10SSeum／3118／Report．htm   

本稿はそこからの抜粋です。  

おっさんにいつ入荷するか聞いてみたが来週だという。  

英語iま例によって通じない。それを横目で見ていたガ  

イジンは期待しない方がいいとアドバイスをくれた。  

9／7（Dom山go）   

筑波→成田→LA→Mexico City   

（CityのHotelMonteCarlo泊）  

Customを出てザックを担ぎ、まず目に付いた両替屋  

に向かうっ Chsade（急mbioという看板を出すところ  

ともう1軒両替屋があるが、後者は周常なのかやたらと  

レートが悪い。   

両替屋は匡l際便ゲート近くに少なくとも4個所はあっ  

た。LFLl＝0．0625N＄（NuevoPeso）。   

ここで下I剛ま3万円、三木は200US＄を換金する。  

その後．三木のみINE（ユl（メキシコの同上地理院宣当  

たる）の地図屋空港店を探しに行く．〕  

lチ1・両港の地図番巧をおっさんに見せ、l用いただすが、  

おっさんのいうことがさっばり分からないり（スペイ  

ン縞を知らないので当たり前だが．‥）ガラス越しに他  

のガイジンがないらしい旨姫縞で教えてくれたノ．1テの  

9／8（Lunes）   

MexicoCityで装備／食料購入  

（CityのHoteJMonteCarlo泊）  

91年にも装備購入をしたスーパー AurTera  

F311erlavistaへ向かう。ところがいくら探せどスポ・一■－1ツ  

用品を売っていた一角がない。しょうもない子どもの  

おもちゃやシュラフなんかは置いてあるのだが、お目  

当てのキャンピングガスはとうとう見当たらなかった，  

がっくりである∪  

昨夜友人から教えられたじe【わrteS（スポーーツ用品）店  

術を探しに行く√、手当たり次節購に人ってキャンビン   
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グガスカーーートリッジはあるかと聞いて回る。カー・トリッ  

ジは幸いかなり大き目の物を置いている店がL件だけあっ  

た。が、ヘッドがない！この回ではこの事のブタンガ  

スコンロはランタンにしか利用されないらしいのだ，  

従ってヘッドはその店にも置いていない。キャンピン  

グガスでなく穴を開けてしまう使い切りタイプのカーー  

トリッジはどこにでもおいてあった。が、これもラン  

タン（t．am【Ⅵra）用だった。しかたがないっ さんざん  

探し回った挙げ句、固形燃料を購入Lた、，  

という、、   

デポジットは結構だが、来たのに居なかったとか言  

われた日にはたまらない。用心して出し渋っていると  

NoProt）kmaと来た、）まあ元々その分は支払うつもり  

をしていたので結果的にはいいのだが、本当に信用で  

きるものなのか？渋々言われるまま、明日の分＼＄200   

＋あさってのデポジットNSlOOを支払う。もし明日  

下りていればNSlOOは返すという契約であるっ 用心の  

ため名前を聞かせろと言って、車のナンバーと免許証  

を見せてもらい控えておいたっ 疑って悪いが、こうい  

うのは契約時の常識だろう。理解してくれることを祈  

る。   

14：Z5  LaJoya発   

駐車場からの踏み跡は2個所。水平に斜面をトラバー  

スしている道と、すぐ前にある崖に向かって直聾する  

道。前者は草原を下ってから小さな峠に向かう。後者  

は10mほど上ですぐ左に折れ、斜面をトラバース気味  

に上がっていく。初めはしばらく前者をトレースする  

が、5分ほどで引き返し、後者を登り直した。真っ黒な  

腐植土の上の踏み跡を進むと、途中大きな石に道が上  

へ続くことを示すペンキ跡のあるニセ分岐があったが、  

我々はペンキに従った。両脇に草の生えた腐植土の上  

を行く。崖をトラバースする道が続く。   

15：25－45  駐車場から左に見えた稜緯上に出た  

ところで休憩。   

汗をかき風が冷たい。東風少々。行動食を食べ始め  

る。下田はここでいきなりつらそうな息をしている。   

心拍数 三木 86／mjn   

線の西側をトラバース気味に下りる。左下から別の  

道が合流するが、これが、先ほどペンキ跡のところを  

左へ進んだ道と思われる。紫色っぼい育の花をつけた  

腰くらいの丈の草が多数生えている。少し進むと再び  

稜線に出た。道はここから稜線の東側へ入る。  

16：45  休憩   

先ほどから稜線の東斜面のどこかでカサカサいう普  

が聞こえると思っていたら、数十M先に牛が3頭見えた。  

良く見るとちょうどこの辺りが東斜面の放牧地の最高  

地点になっている。   

ガスが西斜面から上がってきていたが、とうとう稜  

線を越えてしまった。ピーク方面は既にガスっている。  

頭の上では雷吾が布きはじめた。メキシコのこの時期  

はまだ雨季の終わりで、午後遅くには必ず雪があがり、  

天気が崩れる‘，典型的な天候変化である。先を急がね  

ばならない。   

ドⅢはかなり参って、フラフラしている‘，幸いかな  

り長いピッケルを持っているので、杖代わりにして歩  

く事を薦める。   

17：35  再び種鐸に出る。   

9／9（Ma「tes）   

Mexico City→ Amecameca→ LaJoya→   
PortiHo手前のPaSS泊   

9：15起床   

しまった。   

三木が腕時計でアラームをセットしておいたのだが  

（この腕時計、時間が2つ表示される）、合わせておい  

た方にアラームが連動しなかったのだ。前日は早めに  

目が覚めたので問題無かったのだが、今日は  

Repub追cadeChileHuLまで入らねばならない日。こ  

れで一気に行動時間が3時間も短鮪されてしまった。大  

失態、命取りである。結局この時間遅れが後々まで響  

き、敗退を招くことになる。   

10：50 TAPO莞（TerminaIde Autobus Para  
Oeste；兼行きバスターミナル）   

Amecameca行きバスはVoIcanesという会社のカ  

ウンターで買う。（古いガイドブックにはSan  

CristotnldelColonと記載してあるかもしれないので  

注意。   

12：15Amecameca（下界7500ft）着。   

下田に荷物番をしてもらって広場を何周かし、タク  

シーと山道具を置いてそうな店を探すが、見つからな  

い。タクシーは止まっていても運転手が乗っていない  

のは昼休みのせいか？しばらくして荷物も積めそうな  

大型のタクシーがやってきたので止め、下田のとこま  

で乗る。運チャンに山道具屋はあるか？と聞くと、知っ  

てるというっ そこまで連れていってもらうが、売って  

るものはCityと同じだった。   

車は一路道路終点のLaJoya（ラ・ホジャ4000m）  

へ。タクシ「一代はN＄200．）ポポカテベトルヘ向かう道  

との分岐PasodeC（）rteS（3680m）までならN＄100。   

13：50LaJoya着   

華中、運チャンには明口1（i：00に来るよう、また切  

口厨なければあさってもう－一度川：00に来るよう伝え  

ておいた。   

荷物を降ろした後N＄20りを渡すとまだ足りないとい  

うり 明日、あさって来るためのデポジットが要るのだ  
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稜線の腐■北側は切り立った僅になっていて、小さな  

コルになっている，ピー・ク側の僅がガイドナソクにも  

出ている誤って登りやすい僅（3級程度）だ。稜線南側の  

嘩に青いプラスチックケースが鎖で国定してあって、  

中に詩集が入っていた．1995年18才で亡くなった女性  

の遭難碑らしい1下田が遅れていたので、空身で荷物  

を担ぎに下りる。雨が本降りになってきた。   

17：50  行動中止。このコルにテントを張る。  

（4300m）  

レから砂地へと変わった。さすがに火山らしいっ  

4：15－25   砂地の途中で休憩。クラストした雪が  

砂地に付き始める。   

心拍数 三木 104／min  

下田 118／【Tlin  

砂地の道を徐々に高度をあげると、主稜線に東側か  

ら入った小さな谷にあたる。ルートはこの谷手前の小  

さな尾根を主稜線にむけて登ってゆく。ルートははっ  

きりしているが、所々にべンキ跡もある。左手の主稜  

線上には教本の顕著な岩峰が並んでいる。うっすらと  

明るい空に漆黒の岩崎が並ぶ様は、まるでムrミンに  

出てきた■●にょろにょろ■が並んでいるようで気持ち悪い。  

シャーベット状の雪の量が増えてきた。   

5：15－35 幅の狭い圭稜辞に出た所で休憩。ペンキ  

跡あり。   

頭を遮るものがなくなり、開放感に浸る。下界には  

CityやAmecameca、Puebhといった町の明かりが  

オレンジ色にいくつも広がり幻想的な雰囲気である。   

心拍数 三木 84／min  

下田 148／min   

稜線の西側の土の斜面を下る。（ガイドブックによれ  

ばi5m）潰れて骨組みだけになった小屋跡（01diglu）  

の横を通りすぎる。懐中電灯の明かりに前方斜め下、  

目指す小屋の壁の反射板が光って見えた。   

5：50  RepblicadeChile小屋（4750m）着。   

心拍数 三木 112／min  

下田 140／min   

小屋は主稜線が階段状になって落ちた西側の窪地に  

ある。南側の壁に反射板のついたかまぼこ型小屋は8人  

収容可能な立派な木製の小屋である。すぐ西隣に潰れ  

かけの小さな避難小屋がもうひとつある。   

ビバーク装をサブザックに詰め、アタックの準備を  

する。  

9／10（Mielcoles）   

1：00  起床  

心拍数 呼吸数  

三木 70／min 26／mill  

下田 104／min 30／min   

共に頭が少し痛む  

3：15  テントや下界の靴等をビニール袋にデポして  

出発。まさかここまで盗人も上がってこないだろう。  

（メキシコでは人目につくところに装備を置くのは捨て  

るのと同じ）  

すぐ北側の岩峰めがけて少し登り、傾斜が急になっ  

た所から稜線西側へ折れる。オーバーハング気味の岩  

の直下のガレ場を徐々に高度をあげていく。コルから  

この斜面に入ってすぐ、ハングした壁の下にいいサイ  

ト湯があった‘，前方に大きなコルが見えている。所々  

にあるケルンを懐中電灯で探しながら進む。前日の下  

田の疲れを回復させるべく、水（残り10L）は全て三木  

が持つ。あの重量感はおそらく総重量30kgを越えて  

いただろう。   

4：00  コル（Po爪川0 4400m）通過。   

目印は中でテントを張ったらしい大きな円形の石組  

み。ここからルートは再び稜線東側へと移る。道はガ  
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7・nn  RモPb川cadeCh‖e小屋発   

我々は十字架が克つ小屋の東側のボコを登ったが、  

／ト届から横線沿いに水平に行けば、結局取り付くこと  

になる雪空の基部に麓行できて速い【   

この辺りからすこしづつ岩場が出て来るが、全くア  

ンザイレンするほどのところではない できるだけ岩  

場とのコンタクトラインを行く。しばらくして雪壁の  

基部近くに着いた所で、アイゼンをつけるっ 三木は合  

わせていたつもりの新しいプラスチックシュ←ズが、  

ワンタッチアイゼンに合わず、しばらく四苦八苦する、  

こんなときに限って、団装に入れてきた6角レンチを  

忘れている。下田には先にどんどん登っててもらう。  

クラストして気持ちよくアイゼンの刺さる雪面をぐん  

ぐん高度をあげる♪ 傾斜は徐々にきつくなり最後は  

亜）－450。  

1（ト20m先を行く下田の歩幅が自分の1．5倍はあって、  

全然合わず、歩調が急ににぷってきた。早くも数歩進  

んで十数秒休むほどのペースである。朝のポッカのお  

かげか、アイゼンの重みのせいか、先が思いやられる。  

下田本人は疲弊仕切っているというが、今日はえらく  

元気やなとからかっておいた。   

8：15  初めの雪空の終わりで休憩。  

アンゼイレンはせず、急角度の雪交じりの岩稜の上  

を行く．フ ー個所だけ、岩場を左へトラバースする個所  

が出て来るが、3級程度。ここを過ぎれば再び雪の斜面  

になる。この辺り、高度感はかなりのものである。   

9：15  雪面をつめて、はじめのピーク  

（5010m）にあるNewlgJuHutに到着。  

Igluとは言っても雪のブロックを積んだ訳ではなく、  

富士山測候所のレーダードームのような形をした直径  

2mほどの銀色の避難／ト屋である。入口は北側にある。  

結局この50m下にあるはずだったBtだranZaI』EeZ  

Hutは影も形も見えなかった。   

ここまでで行程中最も危険な個所は過ぎたはずなの  

で、ゼルブストと若干の捨てロープを残し、ギア類を  

全てデポする。  

ここからは4つの偽ピー一クが出て来るはずだった。   

まず、稜線西側へ下り、次の雪のボコヘ向かう。こ  

のボコは直登せず、東斜面を斜め上にトラバーースして、  

右側の稜線上へ出る。行く手、右側のカーールの底には  

池がある。このトラバースは結構な急斜面なので、特  

に気温が上がって雪が腐っているときは注意が必要だ  

ろうり   

稜線にでたあと、なだらかな鞍部をすぎ、次のボコ  

を登る。ここは余り幅のない尾根になっている。  

10：15  尾根を皇り切った所。  

（おそらくLaBarriga？m）   

ポコの向こうが見えて愕然とした。Newlgluト1ut  

からここまでの距離の裕に倍はあろうかと思われるか  

なたに真のピークらしいものが見える。その途中はひ  

たすらsnowReldと呼ぶにふさわしい雪面が続いてい  

て、しかも曲がりくねっており、真のピークと見られ  

るボコの南面は蕗岩があって、どこを抜ければ良いか  

倹討がつかなかった。（行ってみれば抜け道も見える  

んだろうが・・・）。   

真のピークまではあと3時間はかかるものと思われ  

た。現在のスピード，午後の天候悪化と、Sr10W角el（1  

でガスられた時エスケープが無いこと、地図がないこ  

とを考慮して、ここで行動を断念した。  

結局、一昨日朝、3時間寝過ごしたことが後々の日程  

をずらし、ピークまでの3時間の不足をもたらした結果  

になった。装備に10万、交通費に10万もかけ、メキシ  

コくんだりまでやってきて登れないとはなんとも情け  

ない限りだがしょうがない。実行力のなさも実力の内  

である。分かり切ったことだが、昨日Chile小屋まで  

の行程は死守すべきだったのだ。   

13：00  RepblicadeChiJe Hut着   

心拍数 三木 100／min  

下田 114／min  

晩飯の後、三木 98／min。   

ダンリッチ＋セデスG各1錠を服用。下田は薬を拒  

否。  

9／11（」uevez）   

5：40  起床   

固形燃料ではダブルで使ってもジフイーズ2人分と味  

噌汁360ccを作るのに丸1h以上かかってしまう。お  

そろしく効率が悪い。   

朝食後心拍数 三木 80／mjn  

下田108／min   

7：45  Chi］e Hut発   

9：50  LaJoya着   

心拍数 三木 102／min  

下田 112／lTlin  

15：35  Taxiが25分も早くやってきた。   

運チャン日く 父gurO払出（安全タクシー）だそう  

だっ M亡1裏coの印象を惑くされては困るからとも。ちょ  

うどl時間でAmccamcca到着。約束のN＄100を運チャ  

ンに渡し、バス停へ。   
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16：45Mexico City行きバスにのる。N＄9／人  

ホテルでデポ品を回収し、急いで着替え、旅の第2幕  

へと出発L・た 

7．装備  

基本的には日本で調達して持っていくべきです。た   

だし食料は現地で入手したほうが安価です。メキシ  

コ、チリしか知りませんが、首都にはコンビニが多  

数あります。  

メキシコシティにはスポーツ用品店街があり、多少   

の装備なら入手可能です。でも当てにしないほうが   

懸命です。   

燃料はブタンガス、ガソリン系統は×。灯油コンロ   

がbestだと思います。  

－－一一－－－－－  メキシコシティの山道具屋一－‥－‥‥  

■？？？（忘れました）  

VennstianoCaranza＃19（l号店）＆＃31（Z号  

店）  

EfecentralyBolivar  

Tel．510－9496（1号店），  

518－58Z9（Z号店）   

（同じ通りにスポーツ用品店が何軒も並んでいるが、  

どこもキャンピングガス、それも使い捨て型でラ  

ンタン用のものしかおいていない。）  

・DeportesAguallo  

Co・Romaesq．CordobayCoahuaJa  

（ちょっと中心街から遠い）  

・CIubAIpinamexicana  

Tel．574－9683   

8．ガイドブック／情報収集   

メキシコ中央高原の火山に関しては以下の参考書が   

バイブル！  

’’Mexicors VbIcanoes：A CJimbing Guide’’   

（English）   

R．）．Secor曹，TheMountaineersBooks刊  

7コンカグ7に関しては以下の書がバイブル   

TIAconcagua：AClimbingGuide■一（English）   

R，J．Secor菅，TheMountaineers Books刊   

またWWWに公式HPがあり、非常に多くの情報が   

手に入ります。（91年にはこんなのなかった。くや   

しい。）  

9．地形図＠メキシコ   

メキシコの地形図（Catalogue）はINEGl  

（http：／／www．inegi．gob．mx／）という機関から発   

行されている。  

販売店は各地にあるが、手っ取り早いのはシティの   

空港店（開店時間はWeekdayの9－21hrs、l枚   

Mex‡20．00）   

中′南米で萱山しようとする方へ＝＝＝＝＝＝  

1．ご承知でしょうが、中／南米はスペイン語圏です。   

町で英語は通じません。多少でも勉強していかない   

と泣きを見る事’●間違いなし”です。   

7コンカグ7も同様です。   

2．メキシコは比較的安全です。夜半の外出も危険な   

blockでなければOK。   

アルゼンチン、チリも白人国家で0く。   

しかし盗難lこは壬々お気を付けください。   

3．ポポカテベトルは92年以東噴煙をあげています。   

窒息死を覚悟の上、お萱り下さい。   

噴火の状況はインターネット上、もしくは地元の登   

山倶楽部などで調べられます。   

4．メキシコの主な火山で豊山料が必要なところはあり   

ません。   

7コンは時期によって異なる登山料が必要です。   

Max120］S‡＠1月   

5．堂山時期としてはメキシコ／アルゼンチンとも正月   

休みがベストです。でも混んでます。   

6，Mexican Vo［canoesonWWW   

・イスタシワトルの写真   

http：／／voJcano．und．nodak．edu／vwdocs／voJc＿  

images／north＿america／mexico／itza，htmJ  

・他人の豊山記録   

http：／／bakmes・COlorado．edu／～jones／Mexico／  

・ポポカテベトル噴火状況   

http：／／tlacaelel．1geOfcu．unam．mx／～CarLosv／   

POPO．htmJ  

・他払のHPにもリンクがあります。  
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AERCPUERTOJNTERNAC10NAL DE LA CD．DE   

MEXICO LOCALNo．61   

ZIP C（Ⅹ）E 15621 DELEG． Ⅵ：NUSTIANO   

CARRANZA MEXICO，D．F．MEXJCO   

PHONE（5ト786－02－12  

最近はInternet  

（http：／／www．inegi．gob．mx／homeing／   

CentrOSVenta／carapedi．htmJ）でOrderできるよ   

うだが、どれくらい早いのかは極めて疑問  

Mexicoの地形図は以下でも扱っている。   

USGS National Mapping lnformatio 

（http：／／mapping．usgs．gov／）   

OMNIResources   

（http：／／www．omnimap．com／cata．og／   

index．htm）  

日本の地図専門店  

（http：／／www．edu．ipa．go．jp／mirrors／rika／NYU   

SHU＿DB／geo／map．htm）からでも取り寄せられる。   

但し数ヶ月かかることもある。  

因みにオリサバ、ポポカテベトル、イスタシワトル   

を登る時の地図の番号は以下の通り。  

Huejotzingo E14B4  

←PopoとIztaccihuatI  

Coscomatepec E14B46  

←EIPico deOrizaba  

San Sa（vador EISeco E14845  

←Orizabaへのapproach   

lO．チケット手配（中南米方面は以下がお得）  

・メキシコ観光（日本人がいます。地球の歩き方に広  

告あり）   

City店PaseodelaReforma393－A，  

Col．CuauhtemocO6500MEXJCO D．F．  

Tel．5－525－2669（533－3913）  

Fax．5－533－1910  

・川S  

（http：／／www．his－j．com／）  

・Aero Mexico Reservationlnternet   

（http：／／www．itn．net／cgi／get？itn／cb／   

WOtW／register）で、フライトの予約／空席状況が  

確認できる。登録が必要。   

・激安航空券情報（CASTour）   

（http：／／www．castour．com／）   

E－Mailで毎週お買い得情報を送ってくれる。  

・エイビーロード・ネット  

（http：／／mixj．rnet．or．jp／abroad／index．htmL）   

一南米自由旅行者御用達の」0U「ney   

（http：／／www2．gol．com／users／jour）   
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ていろ「制こと空木岳をバックに記念写真を撮る′，駒石  

の手前で閲本先′‘とに追いつき市大懐がラッセルを代わ  

る、，ここで兵頭さんがすごい馬力で登っていき、先頭  

は関本、兵頭の両氏となったLつ 残りのメンバド一も駒崎  

小屋に着き、頂上を目拒すべく最後の気合いを入れる。  

しかし、頂上はすぐ上に見えているピークであり拍子  

抜けする」頂上で二160つ の展望を楽しむ。携帯電話が通  

じるのにはびっくりした。出発前に′「宝剣まで縦走し  

たら」というアドバイスがあったと聞いたが、距離的  

にはなかなかものだ。   

夕方5時のバスで今日大阪へ帰るという兵頭さんは  

一足先に下っていった。久々の雪の斜面でキックステッ  

プを楽しみながら各々テントサイトヘ向かった。途中  

の岩峰でひなたぼっこを楽しむベテランもおられた。  

13時にT Sに戻ったが、アルコールが切れている。  

下山するかどうか。結局、時間的に降りるのは無理と  

判断し、みんな良い子でもう一泊することにした。複  

雑系の話やガスカートリッジの構造についてなどアカ  

デミックな一夜が過ぎた。   

12／29（月）   

8：00TS－9：30伴氏命名のカラマツ台地1950m   

－10：00水甥－11：00鷹打壊1510m－12：00林   

道終点  

アイゼンを着けない「ええかっこしい」の小笹、苑  

樹のお二人は「こけられへんで一」といいながらも快  

調に下っていく。大島、伴、山本の三氏も速い。「若  

手」の福山さんと私iま追いつけない。八ヶ岳から南ア  

ルブスに連なる峰々を眺めながら、少し物足りなかっ  

た冬山におさらばする。林道終点からヒュッテに電話  

を入れ、久保田氏に卓で迎えに来ていただいた。感謝！   

ヒュッテにてビールで乾杯し、登山成功を祝ったl）  

＊帰阪後、剣山に行こうとしましたが、タクシー代  

を調べたら高いので断念しました。   

空木岳（Z864m）登山記録  

八木信男  

参加者：L苑樹、SL大島（一恭）、山本（勝）、小笹、  

伴、兵頭、福山、八木  

今冬は珍しく山にいく気になり剣山に行こうと思っ  

ていたら空木岳に行かないかと誘われ参加することに  

した．私も含めて、冬山は久しぶりというメンバ・－も  

多かったが無事登山は成功した〕  

12／26（金） 雨  

大島、苑樹、八木は夕刻に大阪を出発。ヒュッテに  

は20時に到着。東京から参加の山本氏はすでにストー  

プのお守りをされていた。全員がそろったのは23時ご  

ろだった。伴さんが新製品だというヘッドランプやマッ  

トを披露すると、山本さんもゴジラの歯みたいなのが  

ついたスノーーシューズを披露。「雪線テレビショッピ  

ングj？も終わり、雨が止まないのを気にしながら消  

灯。  

12／27（土）晴れ   

9：35林道終点1200m－1Z：00水場1ア50m－   

15：50T S2400m  

雨は止みそうな気配なので8時半に出発。兵頭氏が  

車のピストン輸送で林道の終点まで全員を送る。大島  

さん先頭で急登の登山道を行く。雑木林の中の道に雪  

はそれほどなく快調に水場へ着く．っ ここからは急登が  

続き、その後の大地獄、小地獄を巻いている尾根の南  

側の登山道には階段が数ケ所あり、雪面のトラバース  

があったりと少々煩わしい。16暗まで行動ということ  

だったが、ぴったりと16時前にテントサイトに最適な  

台地に至l」著した。宝剣岳をバックに写真を撮る。テン  

トを張り終えたとき、単独行の登山者が登ってきて、  

横にテントを張ったニ〕よく見ると高校時代の恩師の関  

本先生だった。実は関本先生とは大学時代に白馬でばっ  

たりお会いしたことがあり、偶然に山中で出会うのは  

2回目であった。空は満天の星、冬山にしては暖かい  

一・・－＝・夜であ った。   

12／28（日）晴れ   

7：30T S－9：00稜線2600m－11：00空木岳頂   

上－13：00TS  

5‖引こ起床り 風もなく穏やかな瑚だ。伴さんがテン  

トの外で「行くで一一一f と他のメンバーーーを急かしている′  

先に川発された㈲本先虻のトレーーースを追って行く。道  

は尾根の北側を巻いているがやがて稜線に川た）昭れ  

一1ト  



さ二∴三つでミミエりませんか．，花鳥風月は良し、し  

かしそれを山靴でけちらす激しさがさらに良い】  

気のぬけたビールじゃない、カーンと凍りついた  

のどごしはやっばりJ」小屋ではあきません。ビヴァーー  

クですよ。と言いつつ、1997年、8月の終わりを  

熊野古道に遊んでしまった。廃れた古道は現代の  

生活にのみ込まれているっ 最早中世の道ではない  

が、僕には身に余る悦びを与えてくれた。ひどい  

靴ずれで苦行というしかない旅ではあったが、こ  

れはこれなりに僕のアルピニズム古典文学迫遥ヴァー  

ジョンといってよい。ささやかな8月の終わりで  

あった。村の人は別にして、山中、人に会ったの  

は6日間でたった2人である。  

申す上う   熊野遊行  

石垣の苔蒸して崩れおるは や主びと   

いとなみというにささやかなる山人の一つ家な   

り  

■lナ  灰暗き杉林の山襲、斜陽射し入るあたり   
晩夏、涼風乱るる夕べなり  

ち1）  赤き木肌 燃えてあり  
みどり   
翠の若水 輝きてあり ひきとき   

うづくまる墓の力戦る刻ぞなる  

こじんしらび上うし  古人辿り来り、都人、聖、白拍子  
●ヽノ‖ヽ   

近人も辿り来り、失恋めのこ、熟年夫婦、我も   

また  

おもて  汗の雫を吸う石表はまろびて  

熊野古道に思うこと  

和田城志   

お盆休みに′ト辺路を歩いた。那智の浜で水垢離  

をとり、小雨そぞろな夜明け前出発、県道、林道、  

山径とひたすら北上、高野山まで120キロを6日間  

で歩き通したて，紀伊半島を縦断したことになる。  
l仁しJ＿  

生活道であり、山仕事の林道であり、古の巡礼遊  

行の道である熊野小辺路、いたる所に碑、石像、  

塚があって、往古を偲ぶよすがにことかかない。   

同じ頃、先輩諸氏はあこがれのアルプス、氷雪  

の峰を要撃の出、22号楽しく読ませていただいた。  
ひ指し  

岩だ氷だ冒険だとホラ吹く僕が、蛸の声、渓の瀬  

音に酔っていたのでは弁解もできない。「どこが  

アルピニズムや！1ハハハツ、全く。定年祝いに  

8000メーートルをやろうかという意気込みや良し‖   

ゲーーテの詩抄に日く、  

『君は青春時代の過ちを卒業するかしないうちに、  

もうきっと老年時代の過ちを犯すだろう』。  

僕ら山岳会員は過ちを卒業などしていないんじや  

＝ ヘルマン・ヘッセの詩に託してエールを送ろ  

う  

8月の終わり（EndeAugust）  

もう締めていたのに、夏は   

もうー度力をとりもどした。   

夏は、だんだん短くなる日に凝り固まったよう   

に輝く、   

雲もなく焼きつく太陽を誇り顔に。  

このように人も一生の努力の終わりに、   

失望してもう引っ込んでしまってから、   

もう一度いきなり大波に身をまかせ、   

一生の終わりを賭してみることがあろう。   

刊ヒ鬼   
はかない恋に身をこがすにせよ、  

ぱうけん  遅蒔きの仕事にとりかかるにせよ、   
彼の行いを欲望の中に、終わりについての   

秋のように澄んだ深い悟りがひびく。  

僕はこういう心情に到るには、まだ少し時間が  

あると思っているのだが、人様と比べると十分過  

ぎるほど放蕩してきたから、一生の努力について、  

その町間的負債を払えるかどうか、秋のように澄  

んだ悟りが得られるかどうか疑わしいり 僕には定  

年など来ないかもしれない′，   

傍の依情地さはさておいて、皆さん、t三J然の中  
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誰が刈り取り  

石仏は養われおり  

つ妙 古道は培われおり  

「よう来てくだすった。まっこと」 七うな  

棚田に鍬打つ手休め、やわらかき姐の言葉  

ひな 熊野奥山、賢人の住む郡の里うるわし  
熊野路は幾曲がり、幾山越えて谷越えて  

しじ虫  
森の沈黙の奥深く、時空の旅の迷い路  

森閑たる野辺に道しるべ傾いてあり  

右こおや十八り 左りうじん  

瞳な 幸せというにささやかなる姐の背中に  

夕陽は沈まんとす、しばし待て！！  

＝⊥．I ああ、熊野 古の道・・・・   
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少馬：蕪：膚：：諺凍：喪二矛：沙：汐：達：尊慮：二臥倒：護：残：：軒ラ：：好  

上田忠士  

開催日：1997年＝月24日  

場 所：川勝山荘  

参加者：川勝夫妻、藤本夫妻、上皇、小笹、山辻、伴、岡本、西田夫人、  

上田夫妻、島川夫妻、宗実、小寺   

年一度の恒例のバードウオッチングを今年は比良山  

鹿、Jll勝先輩の別荘「川勝山荘」で行った。関西地区  

の会鼻・会友はもとより遠く東京からも参加者あり、  

総勢16名によるバードウオッチング。烏と言ってもカ  

ラスとにわとりくらいしか知らぬ者も参加、首にそれ  

ぞれ双眼鏡をぷらさげて出発、烏のイロハを教わる。  

川勝山荘周辺の比良山廉から琵琶湖畔まで、川勝さん  

の道案内と島川さんに鳥名を教わりながら歩くこと約5  

加、2時間。途中ご婦人方より甘いお薫子と温かいお茶  

のサービスあり。   

田畑で遠望した「ケリ」なる鳥を一所懸命双眼鏡で  

追う。飛翔する姿は美しい。2～3の烏名を憶え、やや  

疲れて川勝山荘に帰ってからは、川勝夫人らご婦人方  

手作りのぽたん鍋をごちそうになる。フランスワイン  

「ボジョレーヌーボー」とやらも持ち込まれ、大いに  

楽しむ。当たらなかった人もいたようだが。   

準備をしてくださったご婦人方ほんとにありがとう。  

お腹がおさまった。   

ところで上皇さん指導の手捻り陶芸教室開始。各自  

指導を受けて、粘土細工に励む。手慣れた者、小学生  

図工神童以来初めてという者までそれぞれ、おしやべ  

りしながら創作を楽しむ。各自思い思いにお皿、ちょ  

こetc．を作り、上堂さんに修正をお願いして預ける。上  

堂さん、準備とご指導ほんとにありがとう。   

あとは上堂さんの窯に入れて焼いてもらい完成品と  

なる。これからが大変らしい。上堂さん、よろしく頼  

みまっせ。楽しみにして来年まで待ちます。   

バードウオッチング、ぽたん鍋、手捻り陶芸を楽し  

み、盛りだくさんで菓しい晩秋の一日でした。川勝先  

輩には大変お世話になりました。7時ごろ再会を期して  

各自家路に向かった。  

※山辻、伴、岡本、上田の4人は前日坊村から武奈ヶ岳  

へ萱り、その日は広谷の高津小屋で宴会泊まり。翌24  

日下山して川勝山荘にて全旦と会う。  

総会のご案内  

今年の総会は以下のように催されます。是非お出かけ下さい。  

日時：3月8日（日）14暗から  

場所：宝塚荘（阪急宝塚南口駅下車）  

℡0797－86－0787  

内容：総会  

講演 日本山岳会青年部 ダウラギリl嘩登山隊報告  

隊長 松原尚之氏  

懇親会16時30分から18時30分  

懇親会参加千 7，000円  

－13－   



員も多数出席した。司会者の指名でこもごも、  

昔池永さんに大変お世話になったことや時に  

は厳しい指導を受けたことを愉快に被惑され  

出席者の爆笑を誘った、   

祝電披露、大倉さんのり←ドで全員でホテ  

ル中に響けとばかり冶遥歌の合唱、万歳三唱  

を行い、最後に荻野さんの昔話を交えた閉会  

の辞で心残しつつ閉会となった。  

池永さんの今回の受章は長年に亘る日本自  

動車部品工業界本部副会長および同関西支部  

長として、日本自動車工業の発展に責献され  

た業績に対するものだが、市大山岳会として  

は我が事のように嬉しく、お祝いをさせてい  

ただいたものである。   

その気持ちを岡本さんが、記念品に添えら  

れたカードに、長年市役所で研蹟を積まれた  

名文で書き現されているので引用させていた  

だく。  
橋本信行  

！コ目卜用午前11時から，大阪駅前のヒル  

トンホテル真珠の閃において池永さんの藍綬  

褒章受章をお祝いする会が葺やかに行われた。  

池永さんご夫妻をお招きし、会員、会友およ  

び同婦人5⊥1名が出席した。お祝いの会は藤  

本さんの司会で始められ、山岳会副会長川膵  

さんの心温まる受章のお祝いのスピーチ、東  

京から駆けつけた山本さんの記念品贈呈（ヒ  

マラヤおよび北アルプスの写真集）、三島さ  

んの奥様からの花束贈呈などが行われた。   

これに対し、池永さんからは、本日の会に  

対する謝辞と、ダイヤモンド電機を今後益々  

発展させて東京株式市場第一部に上場できる  

企業にするとの抱負が、力強く述べられた。  

馬野さんの音頭で乾杯のあと司会者が交代  

し、佐々木さんが軽妙な進行で座を大いに盛  

り上げた。市大山岳会の中興の視である池永  

さんが当会から始めて褒章受章され、懐かし  

さと音びのあまり普段あまり顔を見せない会  

池永会長   

室演義善愛華おめ習盆う冨ぎ働まず   

“藍綬褒章の受章をお慶び申し上げます。日本の産業界の発展に大きく寄与さ  

れましたが、そのエネルギーの源は山登りへの情熱と軌を一つにするものである  

と思われます。池永さんには、戦後、大阪商科大学の伝統を受け継ぐ市大山岳部  

を再建され、幾多の後輩の育成に尽力されました。その結果、北アルプス穂高北  

尾根その他の峰々に輝かしい足跡を残され、また海外遠征のウルキンマン、モリ  

モトピーク、カンジロバ、ランタンリルン、そして四光峰などの登山を成功に導  

かれました。このように永年に亘り市大山岳会、山岳部の発展に心血を注がれて  

おられることに感謝し、藍綬褒章の受章を記念して山の写真集をお送りし、お祝  

いとさせていただきます。ときには写真集をひもとかれ青春の山々に思いを馳せ  

ていただければ幸甚にぞんじます〔，’’  

出席者：SL6三島、S28馬野、信濃、S29大倉、S30荻野、高木、山本、服部、  

S封橋本（信）、橋本（洋）、Sニう2川勝（弓山、S33南、松本、北濃、東野、門臥  

S34滑臥 藤本夫妻、浅部、S35中村、近藤、小林（深）、上堂、小笹、中島、  

S二i（潤u、久保臥 川勝（事）、S38伴、吉臥 岡本、橋本（九）、S39常塵、  

岡野天蚕、S40佐々木、l二田夫人、S4摘沐夫妻、藤村夫妻、Sノ13島川、S44諏臥  

奥Ⅲ、S／15小林（治）、梅島、S5fiL月中、八木、会友 大堀、稲垣、宗項夫妻  

－14－   



＜会員清息＞  

会見 昭17学部 吉村恒次郎氏  平成9年10月22日  

昭34工  西田 新 氏  平成9年 3月 6日  

ご逝去されました。謹んでご冥福をお祈りいたします。  

＜ご案内＞   

六人の子どもと山村に生きる  大森呂也著  

麦秋社ISBN4－938170－32－9 ￥1，500  

大森さん（昭40法）のお宅に一度おじゃまさせていただいた。昔学生の頃、  

ネパールで感じたことをそこでも感じた。これが本当の人間の生活ではないのか。  

日々働いてその日の牲を得る。それで必要十分ではないのかと。自然は懐かしく、  

6人の子供たちは純粋に、たくましく育ち、都会の子どもにはない素直さを持つ。  

それに善かれ都会からの避＃場所にするのは、ネパールやインドを訪れるツーリ  

ストと同じだろう。都会の生活から山の中へ移り住むのは、生やさしいことでは  

ない。大森さんの今にいたる軌跡のように、自分もまた強く自分の道を進まねば、  

と思わずにいられない。  （編集矢倉）  

ちょっと大阪弁・■・  

・映画「セブンイヤーズインチベット」見はりましたか。ハインリヒハラーの菅作とはまた違うお   

話になってましたが、それはまあそれで見応えがありました。本では登山のシーンはないんです   

けど、映画には割とあるんです。ナンガパルパットを萱ってる場面で、相棒の滑落を止めるとこ、   

あれ、セルフビレイとってへんのとちゃうかなあ。あーこわ、とびくびくしました。でもなによ   

りも、ブラッドピットがかっこよかったから許してしまいます。そしてやっぱり、あの懐かしい   

チベットの平和を祈らずにはいられません。   

・震災からちょうど3年のあの日、神戸に行きました。ずらっと並ぷ仮設住宅、涙する人々。ほん   

まにもう3年もたったんか、という感じです。あの地震のことは絶対忘れまいと心を新たにしま   

した。【む】  

市大山岳会ニュース  

大阪市立大学山岳会発行  

会長：池永暮爾  

j集：矢倉 牲  
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